
第 58 期 決 算 公 告
平成 25年 12月 27日

東京都千代田区岩本町二丁目４番10号
株 式 会 社 石 油 化 学 新 聞 社

代表取締役 成冨 治
貸借対照表の要旨 (平成25年９月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 288,855 流 動 負 債 92,237
固 定 資 産 36,471 固 定 負 債 0

有形固定資産 3,927 負 債 合 計 92,237
無形固定資産 1,341 株 主 資 本 233,089
投資その他の資産 31,203 資 本 金 33,000

利 益 剰 余 金 200,089
利 益 準 備 金 8,250
その他利益剰余金 191,839
純資産合計 233,089

合 計 325,326 合 計 325,326
~ 当期純利益 7,326千円

債
務
引
受
に
係
る
お
知
ら
せ

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
第
８
回
社
債
の

債
権
者
各
位

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
第
８
回
社
債
（
一
般
担

保
付
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務

返
済
機
構
重
畳
的
債
務
引
受
条
項
付
）
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
付
で
、
独

立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構

が
債
務
引
受
を
行
い
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
と

連
帯
し
て
弁
済
の
責
め
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
社
債

管
理
者
は
、
右
記
社
債
に
か
か
る
管
理
委
託
契
約
の

関
連
条
項
を
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・

債
務
返
済
機
構
が
承
認
し
た
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
一
月
六
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
二
丁
目
八
番
六
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・

債
務
返
済
機
構

理

事

長

勢
山

“
直

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
四
丁
目
一
番

三
号

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山
澤

倶
和

平成™�年˜月�日 月曜日 (号外第˜号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
京
都
府
京
都
市
中
京
区
壬
生
東
大
竹
町
二
〇
番

地
、
最
後
の
住
所
京
都
市
中
京
区
壬
生
東
大
竹
町
二

〇
番
地

被
相
続
人

亡

谷
口

俊
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
六
年
一
月
六
日

京
都
府
長
岡
京
市
長
岡
一
丁
目
一
e

二
長
岡
京

ト
ー
セ
ビ
ル
四
〇
一
Ｂ

弁
護
士
法
人
白
浜
法
律

事
務
所
長
岡
京
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

拝
野

厚
志

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
大
阪
府
岸
和
田
市
五
軒
屋
町
二
九
〇
番
地
、
最

後
の
住
所
大
阪
府
岸
和
田
市
加
守
町
二
丁
目
八
番
二

二
e

一
〇
二
号

被
相
続
人

亡

田
中

房
三

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
六
年
一
月
六
日

大
阪
市
北
区
西
天
満
一
丁
目
七
番
二
〇
号
Ｊ
Ｉ

Ｎ
・
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｘ
ビ
ル
三
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

明
石

法
彦

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
兵
庫
県
加
古
川
市
志
方
町
西
牧
一
九
七
番
地

六
、
最
後
の
住
所
兵
庫
県
高
砂
市
米
田
町
島
一
八
番

地
の
二
一

被
相
続
人

亡

井
本

明
宏

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
六
年
一
月
六
日

兵
庫
県
姫
路
市
安
田
三
丁
目
一
〇
三
番
地
の
二

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

岸
本

悟

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
字
小
野
田
六
五
八
五

番
地
、
最
後
の
住
所
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
字
小

野
田
五
一
三
番
地
一
四

被
相
続
人

亡

町
田

隆

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
六
年
一
月
六
日

山
口
県
宇
部
市
東
本
町
二
丁
目
三
番
三
号

相
続
財
産
管
理
人

大
Ä

真

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
徳
島
市
南
島
田
町
四
丁
目
四
〇
番
地
五
、
最
後

の
住
所
徳
島
市
南
島
田
町
四
丁
目
一
五
番
地
の
二

被
相
続
人

亡

林

勇

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
六
年
一
月
六
日

徳
島
市
東
大
工
町
一
丁
目
一
九
番
地

相
続
財
産
管
理
人

小
笠
原
哲
二

無
縁
墳
墓
等
改
葬
公
告

墓
地
整
理
の
た
め
に
無
縁
墳
墓
等
に
つ
い
て
改
葬
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
墓
地
使
用
者
等
、
死
亡
者
の

縁
故
者
及
び
無
縁
墳
墓
等
に
関
す
る
権
利
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
年
以
内
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
な
お
、期
日
ま
で
に
お
申
し
出
の
な
い
場
合
は
、

無
縁
仏
と
し
て
改
葬
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知

く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
六
年
一
月
六
日

一
、
墳
墓
等
所
在
地

茨
城
県
水
戸
市
谷
田
町
六
三
三
番

地
一
、
墳
墓
等
の
名
称

宝
蔵
寺
墓
地

一
、
死
亡
者
の
本
籍
及
び
氏
名

本
籍
全
て
不
詳

{
宮

本
家

宮
本
美
代
・
清
介
・
平
三
郎

|
栗
田
家

氏

名
不
詳

}
石
井
家

石
井
亀
吉
・
勇
吉
・
千
代
・
政

子

~
加
納
家

加
納
七
衛
門
・
恒
之
介

鈴
木
氏
名

不
詳
一
基

�
木
村
家

木
村
正
雄
・
春
吉
・
榮
蔵
・

留
男

�
松
戸
家

松
戸
徳
兵
衛
・
高
子
・
勇
太
郎
・

伊
久
子
・
竹
次

‚
鈴
木
家

鈴
木
半
蔵
・
い
よ
・
巳

之
吉
・
清
蔵

ƒ
鈴
木
家

氏
名
不
詳

„
福
田
家

福
田
與
詮
・
與
三
衛
門
・
辰
蔵
・
嘉
吉
・
儀
山

氏
名

不
詳
三
基

…
飯
村
家

飯
村
安
五
郎
・
は
る

f
勝

川
家

最
善
悟
入
清
信
士

妙
幼
竜
女

g
佐
藤
家

佐
藤
平
左
衛
門
・
清
太
夫

藤
田
氏
名
不
詳
一
基

h

小
松
崎
家

小
松
崎
善
四
郎
・
清
・
善
吉

i
関
野
家

氏
名
不
詳

j
大
森
家

大
森
正
行
・
幾
久
子
・
安

太
郎
・
與
志
子
・
正
・
秀
夫

k
田
口
家

田
口
五
三

郎
・
実
・
正
男
・
き
み
・
薫
・
進

l
二
川
家

二
川

常
三
郎
・
み
す
る
・
榮
介
・
愛
之
輔
・
千
代
松
・
葉

波
・
梅
原
清
七

一
、
改
葬
を
行
お
う
と
す
る
者

茨
城
県
水
戸
市
谷
田
町

六
三
三
番
地

宝
蔵
寺

代
表
役
員

島
津

照
洸

公
示
送
達

糀
谷
駅
前
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
係
る
左

記
の
者
に
対
す
る
都
市
再
開
発
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
権
利
変
換
の
処
分
に
関
す
る
通
知
を
送
付
す

べ
き
場
所
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
都
市
再

開
発
法
第
百
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
書
類
の
送
付
に
か

え
て
当
該
通
知
の
内
容
を
つ
ぎ
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

記

一
、
書
類
の
送
付
を
受
け
る
べ
き
者

住
所

東
京
都
品
川
区
荏
原
六
丁
目
一
七
番
一
一
号

氏
名

福
島

博
文

二
、
通
知
の
内
容

都
市
再
開
発
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
糀
谷
駅
前
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
権

利
変
換
の
処
分
を
次
の
と
お
り
通
知
す
る
。

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
名
称

糀
谷
駅
前
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

施
行
者
の
氏
名
又
は
名
称

糀
谷
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
大
田
区
西
糀
谷
四
丁
目
二
八
番
五
号

糀
谷
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
事
務
所

権
利
変
換
計
画
に
係
る
施
行
地
区
又
は
工
区
に
含
ま

れ
る
地
域
の
名
称

東
京
都
大
田
区
西
糀
谷
四
丁
目
の
一
部

権
利
変
換
期
日

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日

権
利
変
換
計
画
の
認
可
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

（
教
示
）

一

こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処

分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

六
十
日
以
内
に
都
道
府
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

二

こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処

分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

六
ヶ
月
以
内
に
糀
谷
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
を

被
告
と
し
て
、
処
分
の
取
り
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

三

右
記
一
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
に
糀
谷
駅
前
地

区
市
街
地
再
開
発
組
合
を
被
告
と
し
て
処
分
の
取
り
消

し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
一
月
六
日

東
京
都
大
田
区
西
糀
谷
四
丁
目
二
八
番
五
号

糀
谷
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

理
事
長

藤
田

建
男

�š
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